
埴
輪

生
産

と
須

恵
器

工

人

ー
奈
良
県
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳

の
須
恵
器
を
中
心

に
し
て
ー

植

野

浩

三

 

は
じ
め

に

奈
良
県
ウ
ワ
ナ
ベ

(宇
和
奈
辺
)
古
墳

で
は
、
か
つ
て
古
墳
の
造
出
し
部
よ
り

(
1

)

埴
輪

・
須
恵
器

・
土
師
器

・
土
製
品
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

特
に
こ
の
中
で
、

須
恵
器
は
赤
褐
色
系
の
塗
彩
が
施
さ
れ
、
焼
成
は
硬
質
で
あ
る
が
、
赤
色
系
に
土

師
質
風
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
、
通
有

の
須
恵
器
と
は
異
な
る
点
で
注
目
さ
れ

て
い
た
。
焼
成

・
塗
彩

・
胎
土
に
つ
い
て
は
、
埴
輪
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
須
恵
器
と
埴
輪
が
同
時
に
製
作

・
焼
成
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

古
墳
造
営
に
お
け
る
埴
輪

の
害
窯
焼
成
は
、
全
国
的
な
ご
く

一
般
的
な
あ
り
方
で

あ
る
が
、
須
恵
器
を
同
時
に
赤
褐
色
に
彩
色
し
て
埴
輪
風
に
製
作

・
焼
成
し
た
も

の
は
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
古
墳
造
営
に
お
け
る
窯
業
部
門
の
体
制
等
を
検
討
す

る
資
料
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
塗
彩
さ
れ
た
須
恵
器
は
、
造
出

し
部
に
お

い
て
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
可

能
性
が
き
わ
め
て
高

い
。
恐
ら
く
古
墳
祭
祀
の

一
環
を
担
う
物
品
と
し
て
、
埴
輪

と
同
時
に
古
墳
の
近
辺
で
生
産
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
ウ
ワ
ナ

ベ
古
墳
造
営
に
関
連
す
る
害
窯
操
業
は
、
埴
輪
の
生
産
以
外
に
も
、
古
墳
の
祭
祀

用
品
の
生
産
、
さ
ら
に
拡
大
解
釈
す
れ
ば
直
接

・
間
接
的
に
祭
祀
の
役
割
も
分
担

し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
か

つ
て
初
期
須
恵
器
が
古
墳
の
祭
祀
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
こ
と
に

注
目
し
、
地
方
窯
の
成
立
は
、
地
方
豪
族
の
須
恵
器
へ
の
強

い
憧
れ
と
と
も
に
、

古
墳
祭
祀
に
お
け
る
須
恵
器
の
必
要
性
、
奮
窯
の
埴
輪
生
産

へ
の
有
用
性
等
と
有

(
2

)

機
的
に
関
係
し
て
な
さ
れ
た
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
須
恵
器
と
窓
窯
、
窪
窯

と
埴
輪
、
埴
輪
と
祭
祀
、
祭
祀
と
須
恵
器
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
密
接
に
関

連
し
て
お
り
、
古
墳
造
営
を
頂
点
と
す
る
図
式
が
描
か
れ
る
た
め
、
こ
う
し
た
造

営
を
契
機
に
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
を
説
い
た
。
同
様
の
見
解
は
、
田
辺
昭
三
氏

(
3
)

や
増
子
康
真
氏
に
よ

っ
て
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
的
な
制
約
も
あ

っ
て
、

具
体
的
な
検
討
に
は
至

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
小
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
点
を
解
く
手
掛
か
り
を
も

つ
ウ
ワ
ナ

ベ
古
墳
採
集
の
埴
輪
と
須
恵
器
を
例
に
取
り
上
げ
、
埴
輪
生
産
と
須
恵
器
、
須
恵
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器
生
産
と
埴
輪
、
古
墳
の
造
営
と
奮
窯

(須
恵
器
窯
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討

し
、
さ
ら
に
古
墳
築
造
と
地
方
窯
の
成
立

の
関
係
に
つ
い
て
迫
り
た
い
。
特
に
、

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
を
基
準
に
す
る
た
め
に
、
小
稿
で
は
全
国
的
な
考
察
に
は
届
か
な

い
が
、
今
後
の
展
開
を
方
向
付
け
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
に
す
る
。

、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳

の
概
要

奈
良
県
ウ
ワ
ナ
ベ

(宇
和
奈
辺
)
古
墳

は
、
奈
良
盆
地
北
縁
の
低
丘
陵
に
造
営

さ
れ
た
佐
紀

・
盾
列
古
墳
群
に
所
属
す
る
大
型
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
現
在
の

行
政
区
画
で
言
え
ば
、
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
に
所
在
す
る
。
佐
紀

・
盾
列
古

墳
群
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
型
の
前
方
後
円
墳
を
多
数
含
む
古
墳
群
と
し
て
は

全
国
的
に
屈
指
の
も

の
で
あ
る
。
古
墳
群

は
西
方
の
神
功
皇
后
陵

(五
社
神
)
古

墳
、
成
務
陵

(佐
紀
石
塚
山
)
古
墳
、
日
葉
酢
媛
命
陵

(佐
紀
陵
山
)
古
墳
に
代

表
さ
れ
る

一
群
と
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
存
在
す
る
市
庭
古
墳
、
そ
し
て
東
部
に
あ
る

磐
之
媛
命
陵

(
ヒ
シ
ャ
ゲ
)
古
墳
、
コ
ナ

ベ
古
墳
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
等
が
あ
る
。

さ
ら
に
東
方
に
は
、
不
退
寺
裏
山
古
墳
や
那
羅
山
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
が
、
便

宜
上
、
佐
紀

・
盾
列
古
墳
群
の
中
に
は
含
ま
な
い
。
こ
う
し
た
古
墳
は
、
お
お
む

ね
前
期
後
葉
か
ら
中
期
後
半
に
か
け
て
の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
に
続
く
古

墳
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
は
陵
墓
参
考
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
古
墳
の
内
容
は
不

(
4

)

明
な
部
分
が
多

い
が
、
外
観
や
古
記
録
お

よ
び
外
堤
部

の
調
査
等

に
よ

っ
て
そ

の

一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
期
を
知
る
資
料
と
し
て
は
、
外
堤
部
出
土
の

埴
輪
の
他
、
周
濠
部
採
集
の
遺
物
が
あ
る
。

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
佐
紀

・
盾
列
古
墳
群
の
東
端
に
存
在
し

て
い
る
。
緩
や
か
に
南
方
に
下
る
台
地
を
利
用
し
て
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で

あ
り
、
前
方
部
を
南
側

(平
野
部
)
に
向
け
て
い
る
。
墳
丘
は
全
長
二
五
五
メ
ー

ト
ル
、
前
方
部
幅

一
二
九
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径

=
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
後

円
部
、
前
方
部
と
も

一
九

・
六
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
墳
丘
は
三
段
に
築
成
さ
れ
、

各
段
に
埴
輪
を
巡
ら
し
て
お
り
、
斜
面
に
は
葺
石
が
確
認
で
き
る
。
か
つ
て
、
後

円
部
に
は
、
盗
掘
ら
し
き
凹
み
が
確
認
で
き
た
と

い
い
、
石
棺
が
存
在
し
て
い
た

(
5

)

と
の
伝
え
も
あ
る
。

周
濠
は
二
重
に
巡
る

(第

一
図
)
。
内
濠
は
比
較
的
幅
広
く
す
る
が
、
外
濠
は

内
濠
よ
り
も
狭
く
、
十
メ
ー
ト
ル
前
後
の
幅
に
な
る
。
内
濠
外
方
の
堤
に
は
、
二

列
に
並

べ
ら
れ
た
の
埴
輪
列
が
あ
る
。
造
出
し
は
西
側
く
び
れ
部
の
片
方
の
み
に

付
け
ら
れ
て
い
る
。
遺
物
は
、
造
出
し
裾
部
付
近
で
採
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

本
来
は
造
出
し
部
の
上
に
供
献
さ
れ
、
あ
る
い
は
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
も

の
が
、

池
水
に
洗
わ
れ
て
露
呈
し
、
周
濠
内
に
転
落
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
に
は
、
か

つ
て
六
基
の
陪
塚
が
存
在
し
て
い
た
。
東
側
に
存
在

す
る
小
型
の
前
方
後
円
墳

一
基
、
北
側
の
方
墳

一
基
と
円
墳
四
基
で
あ
る
。
北
側

の
五
基
の
う
ち
、
現
在
は
方
墳
の

一
基
し
か
残
存
し
て
い
な
い
。
消
滅
し
た
古
墳

の
う
ち
の

一
基

(大
和
六
号
墳
)
か
ら
は
、
大
量
の
鉄

鍵
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
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二
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
採
集

の
遺
物

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
遺
物
に
は
、
外
堤
部

出
土
の
埴
輪
や
、
造
出
し
裾
部
で
採
集

さ
れ
た
須
恵
器

・
土
師
器
お
よ
び
土
製
品
が
あ
り
、
そ
の
他
に
は
、
古
墳
築
造
以

後
の
段
階
の
遺
物
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
造
出
し
裾
部
で
採
集
さ
れ
た
の
須
恵
器

を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
こ
う
。
採
集
さ
れ
た
須
恵
器
に
は
、
蓋
杯

・
高
杯

・

蓋

・
壷

・
器
台

・
醜
が
あ
る
。
表
面
が
摩
耗
し
、
細
片
化
し
た
も

の
が
多

い
。

以
下
、
そ
の
概
要
を
記
す

(第
2
図
参
照
)。

蓋
は
、
平
ら
な
天
井
部
に
わ
ず
か
に
開
く
口
縁
部
を

つ
け
る

(
一
・
二
)。
天

井
部
と
口
縁
部
を
分
け
る
稜
は
、
に
ぶ
く
や
や
太
め
に
仕
上
げ
、
口
縁
端
部
は
丸

め
に
面
を
作
る
。
天
井
部
は
稜
部
付
近
を
局
部
的
に
ヘ
ラ
削
り
す
る
が
、
殆
ど
の

部
分
は
削
り
を
行
わ
ず
ナ
デ
て
い
る
。
天
井
部
内
面
は
、

丁
寧
な
ナ
デ
を
広
範
囲
に
施
し
て
い
る
。
器
壁
は
全
体
的

第1図 ウワナベ古墳の復元 図(註1分 献 より。

なお、その後の調査 によ り、南外堤 との西外 濠は

多少ずれ ることが わか った。註4安 井分献 。)

に
厚

い
。
外
面
お
よ
び

一
部
内
面
に
赤
色
塗
彩
を
す
る
。

杯
は
小
型
の
も

の
が

一
点
あ
る

(三
)。
直
立
す
る
短

い
立
ち
上
が
り
を
も
ち
、
口
縁
端
部
は
面
を
も
た
せ
厚
く

仕
上
げ
る
。
受
部
も
太
く
鈍
い
。
体
部
か
ら
底
部
に
か
け

て
摩
耗
が
は
げ
し
く
、
削
り
等
の
観
察
は
困
難
で
あ
る
。

高
杯
に
は
無
蓋
高
杯
の
二
種
類
が
あ
る
。
四
は
や
や
小

型
品
で
あ
り
、
体
部
の
稜
は
太
く
付
け
る
。
口
縁
端
部
は

外
方
に
強
く

つ
ま
み
出
し
て
細
く
す
る
。
五
は
四
に
比
較

し
て
、
深
め
の
丸
み
を
も

つ
杯
部
で
あ
り
稜
は
太

い
。
体

部
外
面
は
粗

い
ナ
デ
を
施
す
。
全
体
的
に
粗
雑
で
あ
る
。

内
外
面
と
も
塗
彩
す
る
。

六
は
高
杯
の
脚
部
で
あ
る
。
「
ハ
」
の
字
形
に
直
線
的
に

開
き
、
幅
広
い
鈍
い
突
線
を
巡
ら
す
。
端
部
は
鋭
く
面
を
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作
り
、
外
面
に
塗
彩
す
る
。

醜
に
は
小
型
と
中
型
が
あ
る

(七
～

一
一
)。
頸
部
は
よ
く
す
ぼ
ま
り
、
口
縁
部

は
曲
線
的
に
屈
曲
す
る
も
の
と
、
や
や
直
線
的
延
び
る
も
の
が
あ
る
。
口
縁
端
部
は
、

外
方
に
つ
ま
み
出
し
な
が
ら
平
坦
面
を
作

り
出
す
も
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
単
純

に
丸
く
す
る
も
の
も
あ
る
。
肩
部

・
胴
部
は
よ
く
張
り
、
肩
部
に
波
状
文
を
巡
ら

す
。
底
部
は
内
外
面
と
も
ナ
デ
調
整
。
口
頸
部
の
内
面
の
他
、
外
面
に
も
塗
彩
す

る
。
そ
の
他
、
土
師
器
に
属
す
る
可
能
性
を
も
ち
、
口
頸
部
の
屈
曲
部
を
鈍
く
仕

上
げ
た
も
の
が
あ
る
。
頸
部
に
ハ
ケ
メ
を
施
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

=
二
は
壷
で
あ
る
。
口
頸
部
に
は
突
線
を

つ
け
る
が
上
半
部
は
不
明
。
頸
部
下

段

・
肩
部
に
波
状
文
を
巡
ら
す
。
口
頸
部

の
突
線
は
太
く
鈍
い
。
体
部
外
面
は
上

半
部
が
横
ナ
デ
。
下
半
部
は
ナ
デ
の
後
、
指
押
え
状
の
凹
み
を
有
す
る
。
外
面
に

塗
彩
を
施
す
。

一
二
は
大
型
の
高
杯
、
ま
た
は
鉢
で
あ

る
。
口
縁
部
は
杯
の
よ
う
に
受
部
が
付

き
、
立
ち
上
が
る
。
受
部
は
外
方
に
太
く
張
り
出
し
、
こ
の
下
方
に
さ
ら
に
太
目

の
突
線
を

一
条
巡
ら
す
。
体
部
に
は
、
三
条
の
回
転
波
状
文
を
施
し
て
装
飾
し
て

い
る
。
内
外
面
と
も
横
ナ
デ
調
整
。
外
面

に
塗
彩
す
る
。

一
四
は
高
杯
形
器
台
で
あ
る
。
杯
部
は
浅
く
逆

「
ハ
」
の
字
形
に
開
き
、
外
面

に
二
条

一
組
二
帯

の
突
線
で
区
画
し
文
様
帯
を
作
る
。
突
線
は
太
く
丸
め
に
作
り

出
す
も
の
と
、
幅
広
く
浅
め
に
鈍
く
作
る
も

の
の
二
者
が
あ
る
。
文
様
帯
に
は
、

丁
寧
な
波
文
状
を
巡
ら
す
。
台
部
下
方
に
は
、
カ
キ
目
を
施
し
た
後
、
二
列
の
列

点
文
を
巡
ら
す
。
列
点
文
の
施
文
方
向
は
上
下
と
も
異
な
る
。
口
縁
端
部
は
面
を

も
た
せ
て
る
が
、
中
央
部
が
や
や
く
ぼ
み
、
鈍
く
仕
上
げ
る
。
脚
部
と
杯
部
の
接

合
部
に
は
、
断
面
三
角
形
の
凸
帯
が
付
く
。
底
部
内
面
に
も
、
外
面
と
同
様
の
カ

キ
目
を
施
す
。

脚
部
は
下
半
部
が
復
元
に
な
る
が
、
直
立
気
味
の

「
ハ
」

の
字
形
に
開
く
形
態

で
あ
る
。
外
面
に
は
、
二
本

一
組
の
突
線
を
三
帯
巡
ら
し
て
区
画
す
る
が
、
そ
の

前
に
ハ
ケ
メ
に
よ

っ
て
器
面
を
成
形
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
突
線
は
太

く
丸
め
に
仕
上
げ
、
そ
の
中
に
丁
寧
な
波
文
状
を
巡
ら
し
た
後
に
、
長
方
形
の
縦

長
の
透
か
し
を
並
列
し
て
配
し
て
い
る
。
脚
端
部
は
、
杯
部
の
口
縁
端
部
と
同
様

に
、
面
を
も
た
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
外
面
に
塗
彩
す
る
。

土
師
器
は
、
小
型
高
杯
の
脚
部
や
鉢
形
の
器
形
を
し
た
底
部
片
が
あ
る
が
、
細

片
の
た
め
不
明
な
部
分
が
多

い
。

一
五

・
一
六
は
蓋
の
つ
ま
み
で
あ
る
。
そ
の
他

に
手
つ
く
ね
の
土
製
品
が
あ
る

(
一
七
～

一
九
)。
二
点
は
魚
の
頭
部
を
表
現
し

た
も
の
で
、
目

・
口
を
写
実
的
に
表
現
し
て
い
る
。

一
九
は
棒
状
の
形
態
を
し
て

お
り
、
先
端
部
が
尾
鰭
状
に
分
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

埴
輪
は
、
鰭
付
円
筒
埴
輪
が
主
流
を
占
め
、
そ
の
他
に
円
筒
埴
輪
と
蓋
形
埴
輪

が
出
土
し
た
。
鰭
付
円
筒
埴
輪

・
普
通
円
筒
埴
輪
と
も
に
六
条
の
凸
帯

(タ
ガ
)

を
配
し
、
断
続
す
る
横
方
向

の
ハ
ケ
メ
を
施
す
。
焼
成
は
や
や
軟
質
の
も
の
と
硬

質
に
近
い
良
好
の
も
の
が
あ
る
。
黒
斑
を
も

つ
も
の
は
な
く
、
表
面
に
赤
色
塗
彩

を
行
う
も
の
が
あ
る

(第
3
図
)。

以
上
の
遺
物
に
つ
い
て
総
括
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
須
恵
器
は
、
総
体
的

一30一
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に
厚
め
に
作
り
、
端
部

・
稜
等
は
太
め
に
丸
め
に
、
鈍
く
仕
上
げ
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
小
型
品
に
お
い
て
は
、
削
り
等
が
顕
著
で
は
な
く
調
整
が
雑
に
な

っ
て
い

る
が
、
壷

・
器
台
等
の
波
文
状
は
丁
寧
に
施
す
。
形
態
的
に
は
、
T
K
二
〇
八
型

式
の
規
格
化
前
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
太
く
鈍
く
し
て
シ
ャ
ー
プ
さ

を
も
た
な
い
点
か
ら
も
、
T
K
二

一
六
型
式
の
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ

ろ
う
。
焼
成
は

一
部
で
軟
質

(土
師
質
的
)
の
も
の
を
含
む
が
、
ほ
と
ん
ど

の
も

0 30cm
一 一 一 一 …一一

第3図 ウワナベ古墳の埴輪(註1分 献 よ り)

る
点
も
、
同
遺
物
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

台
の
脚
部
に
見
ら
れ
た

ハ
ケ
メ
も
、
本
来
の
須
恵
器
に
は
見
ら
れ
な

い
技
法
と
し

て
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
胎
土
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
多
量
の

砂
粒
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
埴
輪
の
胎
土
に
非
常
に
類
似
し
て
い
る
点

も
、
記
し
て
お
く
事
柄
で
あ
る
。
埴
輪
は
、
川
西
宏
幸
氏
の
研
究
に
従
え
ば
、
W

(
6
)

 期
の
も
の
に
相
当
す
る
。

の
が
硬
質
で
あ
る
。
し
か
し
、
色
調
の

面
で
は
、
青
灰
色
の
須
恵
器
の
色
調
を

も
つ
も
の
は
微
量
で
、
大
半
が
赤
褐
色

系
に
な
る
。
本
来
の
須
恵
器
の
還
元
焔

焼
成
で
得
ら
れ
る
青
灰
色
の
発
色
に
固

持
せ
ず
、
赤
褐
色
系
に
仕
上
げ
て
い
る

点
が
最
大
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

須
恵
器
の
内
外
面
に
み
ら
れ
た
顔
料

塗
彩
に
つ
い
て
も
、
大
半
の
も
の
に
認

め
ら
れ
た
。

一
部
で
は
刷
毛
塗
り
の
痕

跡
も
残
し
て
い
る
。
塗
彩
は
、
す
べ
て

が
焼
成
前
に
施
さ
れ
て
お
り
、
焼
成
の

状
況
に
よ

っ
て
、
暗
赤
色
や
茶
褐
色

・

赤
褐
色
に
な

っ
て
い
る
。
本
来
の
須
恵

器
に
は
無
い
、
こ
う
し
た
塗
彩
を
認
め

さ
ら
に
加
え
る
と
、

醜
の
頸
部
や
器

一32一



三
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
と
害
窯
生
産

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
採
集

の
須
恵
器
は
特
異
な
も

の
で
あ

っ
た
。

肉
眼
観
察
で
は
あ
る
が
、
赤
褐
色
硬
質
の
焼
成
状
態
や
顔
料
塗
彩

・
胎
土
の
状
態

は
、
埴
輪
と
須
恵
器
の
双
方
に
お
い
て
共
通
、
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
。

(
7

)

報
告
者
が

「両
者
が
あ
た
か
も
同
じ
奮
窯

で
焼
成
し
た
か
の
感
を
う
け
る
」
と

論
じ
て
い
る
様
に
、
非
常
に
類
似
性
の
強

い
遺
物
で
あ
る
。
筆
者
も
ほ
ぼ
間
違
い

な
く
同

一
の
害
窯
で
焼
成
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
。

本
来
、
造
出
し
部
に
お
か
れ
て
い
た
須
恵
器
と
、
古
墳
を
巡

っ
て
い
る
埴
輪
の

総
量
は
、
比
較
す
る
ま
で
も
な
く
圧
倒
的

に
埴
輪
が
凌
駕
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
に
お
い
て
、
埴
輪
と
須
恵
器
の
同
時
製
作
や
焼
成
を
考
え
る
と
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
埴
輪
生
産
の
主
導
性
が
予
測
出
来
よ
う
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
前

述
し
た
須
恵
器
の
赤
褐
色
焼
成
や
顔
料
塗
彩
の
手
法
の
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た

手
法
は
、
旧
来
か
ら
の
埴
輪
製
作
に
用

い
ら
れ
る
手
法
で
あ
り
、
須
恵
器
製
作
に

は
存
在
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
須
恵
器
に
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
埴
輪

工
人
が
生
産
全
体
に
大
き
く
関
係
し
、
中
心
と
な

っ
て
製
作
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
大
き
く
み
て
、
埴
輪
生
産
を
機
軸
に
し
た
生
産
体
制
が

想
定
さ
れ
る
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

一
方
で
は
、
製
作
さ
れ
た
須
恵
器
は
、

一
部
に
お
い
て
埴
輪
の
手
法
の

ハ
ケ
メ

・
塗
彩
を
行
う
と
は

い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
須
恵
器
本
来
の
技
術
で
あ

り
、
埴
輪
工
人
が
俄
に
製
作
で
き
る
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
埴
輪

生
産
を
主
軸
に
し
た
体
制

・
組
織
と
い
え
ど
も
、
こ
こ
に
は
須
恵
器
製
作
に
堪
能

な
工
人

(須
恵
器
工
人
)
も
参
画
し
て
作
業
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
埴
輪
生
産
体
制
の
中
で
の
須
恵
器
工
人
の
役
割
は
、
第

一
に
焼

成
部
門
で
あ
る
奮
窯
の
構
築
と
稼
動
で
あ

っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
害
窯
の
有
効
的

な
稼
動
に
よ
り
、
大
量
の
埴
輪
を
焼
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
害
窯
に
よ
る

埴
輪
生
産
は
、
日
本
に
お
い
て
須
恵
器
生
産
が
成
立
し
て
以
降
、
各
地
で
採
用
さ

れ
て
い
く
が
、
現
段
階
に
お
け
る
解
釈
は
、
須
恵
器
焼
成
の
害
窯
が
最
初
に
登
場

し
て
、
同
時
か
そ
れ
以
降
に
埴
輪
焼
成
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
普
及

し
て
い
っ
た
と
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
大
型

・
中
型

・
小
型
等
の
古
墳
の
種

類
や
勢
力
等
の
違
い
に
よ

っ
て
、
埴
輪
の
量
や
需
要
の
仕
方
は
変
わ

っ
て
く
る
た

め
、
出
現
の
時
期
や
展
開
は
地
域
に
よ

っ
て
違

い
が
あ
る
が
、
そ
の
波
及
と
成
立

に
は
須
恵
器
工
人
と
の
交
流
や
指
導
が
あ

っ
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
ウ
ワ

ナ
ベ
古
墳
の
状
況
は
、
古
墳
造
営
の

一
部
と
し
て
の
埴
輪
生
産
に
、
須
恵
器
工
人

が
加
担
し
た
良
好
な
例
と
理
解
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
で
は
須
恵
器
も
同
時
に
製
作
さ
れ
て
い
た
。
量
的
に

は
多
く
な
く
、
埴
輪
的
な
色
調
に
製
作
す
る
点
は
特
殊
で
あ
る
が
、
初
期
須
恵
器

が
古
墳
の
祭
祀
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
意
識
的
に
同
時
に
製
作
し
た

と
判
断
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
主
た
る
任
務
は
埴
輪
生
産
の
援
助

(害
窯
に
よ

る
焼
成
)
で
あ
る
が
、
そ
の

一
部
で
須
恵
器
の
製
作
も
祭
祀
用
容
器
と
し
て
目
的

を
も

っ
て
製
作
し
た
こ
と
に
な
る
。
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四
、
須
恵
器
工
人
の
動
員

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
に
お

い
て
は
、
特
に
須
恵
器
の
彩
色
と
焼
成

状
態
の
検
討
に
よ

っ
て
、
埴
輪
と
須
恵
器

の
同
時
製
作

・
操
業
が
指
摘
で
き
た
。

こ
こ
で
は
、
同
様
に
埴
輪
と
須
恵
器
工
人

の
共
存
が
窺
え
る
事
例
を
と
り
上
げ
、

こ
う
し
た
須
恵
器
工
人
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

そ
の
代
表
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
阪
府
淡
輪
地
域
に
所
在
す

る
西
陵
古
墳
、
宇
度
墓
古
墳
、
西
小
山
古
墳
で
あ
ろ
う
。
淡
輪
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
大
阪
湾
の
南
端
部
に
位
置
し
、
和
泉
山
脈
を
背
後
に
も

つ
狭
小
な
地
域
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
に
、
三
基
の
大

・
中
型
古
墳
が
近
接
し
て
築
造
さ
れ
て
い
る
。

東
側
の
宇
度
墓
古
墳
か
ら
西
側
の
西
陵
古
墳
ま
で
は
、
約

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
間
に
は
西
小
山
古
墳

が
所
在
し
て
い
る
。
宇
度
墓
古
墳
は
全

長

一
七
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
、
西
陵
古
墳
も
全
長
二

一
〇
メ
ー
ト
ル
を
測

る
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
西
小
山
古
墳
は
直
径
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
帆
立
貝
形
の
古

墳
で
あ
る
。

こ
の
三
古
墳
か
ら
は
、
量
的
な
差
は
あ

る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
表
面
に
平
行
叩

(8

)

目
文
を
有
し
、
害
窯
で
焼
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
須
恵
器
技
法
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
連
続
の
横

ハ
ケ

(C
種

横

ハ
ケ
)
も
施
さ
れ
て
い
る

(第
四
図
)
。
そ
の

一
方
で
は
、
焼
成
は
奮
窯
で
あ
る

が
、
外
面
調
整
は
従
来
の
埴
輪
の
技
法
で
あ
る
タ
テ
ハ
ケ
や
、
B
種
横

ハ
ケ
で
構

成
さ
れ
る
埴
輪
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
須
恵
器
の
製
作
技
術
に
堪
能
な
工
人
と

(9

)

従
来
の
埴
輪
製
作
に
長
け
た
工
人
の
両
者
の
存
在
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
三
古
墳
は
、
西
陵
古
墳
が
最
初
に
造
ら
れ
、
つ
い
で
宇
度
墓
古
墳

・
西
小
山
古

墳

へ
の
変
遷
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
二
古
墳
の
埴
輪
に
は
従
来
の
埴
輪

技
法
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
須
恵
器
の
製
作
技
法
を
主
に
認
め
て
お
り
、
工
人
体
制

の
動
き
を
検
討
す
る
上
で
興
味
深

い
資
料
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
、
西
小
山
古
墳

よ
り
箆
描
文
を
も

つ
須
恵
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め

(第
四
図

一
三

二

四
)
、

T
K
七
三
型
式
あ
る
い
は
近
年
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
大
庭
寺
遺
跡
の
時
期
に
相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
西
陵
古
墳
は
こ
れ
よ
り
や
や
遡
る
時
期
に
な
る
。

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
と
共
通
す
る
点
は
、
第

一
に
讐
窯
に
よ
る
埴
輪
焼
成
の
点
で
あ

ろ
う
。
両
者
と
も
、
こ
の
部
門
に
害
窯
焼
成
に
詳
し
い
工
人
が
加
わ
り
、
実
際
の

操
業
が
行
わ
れ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
れ
が
須
恵
器
工
人
で
あ
る
こ
と
は
、
害

窯
の
要
素
の
他
に
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
で
は
製
作
さ
れ
た
須
恵
器
の
存
在
で
窺
え
る

し
、
淡
輪
の
古
墳
群
で
は
埴
輪
の
製
作
技
術

(叩
目
文
)
の
点
で
確
認
で
き
る
の

で
あ
る
。
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
埴
輪
は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
断
続
的
な

B
種
横
ハ
ケ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
須
恵
器
技
法
と
の
関
連
性
は
現
段
階
で
は
い

え
な
い
が
、
将
来
的
に
須
恵
器
製
作
の
技
術
痕
跡

(叩
目
文
)
等
が
確
認
で
き
る

可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
二
に
、
い
ず
れ
も
大

・
中
型
の
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
西
小

山
古
墳
は
や
や
小
振
り
と
は
い
っ
て
も
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
測
る
中
型
の
古
墳
で

あ
り
、
そ
の
他
は
大
型
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
古
墳
規
模
の
問
題
は
、
埴
輪
の
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需
要
総
量
と
生
産
総
量
の
点
で
大
き
く
関
係
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
大
型
古
墳
の

造
営
を
可
能
に
し
た
権
力
的
な
背
景
や
、
工
人
を
集
結
さ
せ
た
体
制
も
両
者
に
準

じ
た
形
を
想
像
で
き
る
。

こ
う
し
た
工
人
の
共
存
と
協
業
は
、
古
墳
の
造
営
に
お
け
る
工
人
の
動
員
と
し

て
理
解
し
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
特
に
こ
こ
で
の
例
は
、
埴
輪
生
産

の
部
門
へ
の

須
恵
器
工
人
の
動
員
に
限
定
で
き
、
こ
う
し
た
生
産
や
体
制
は
、

一
時
的
な
臨
時

的
な
措
置
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
型
古
墳

の
造
営
体
制
を
考
え
る
上
で
も
有
効
で

あ
ろ
う
。
同
様
な
例
は
、
や
や
時
期
が
下
る
が
、
和
歌
山
県
大
谷
古
墳
や
車
架
之

越
古
墳
、
大
阪
府
林

一
号
墳
で
も
叩
き
目

の
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し

た
あ
り
方
が
特
例
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
的
な
体
制
は
違

っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
五
世
紀
末
以
降
に
は
こ
う
し
た
例
は
か
な
り
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
須
恵
器
生
産
技
術
と
埴
輪
生
産
と
の
親
密
な
交
流
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
古
墳
の
築
造
と
地
方
窯
の
成
立

一
方
、
須
恵
器
と
埴
輪
の
同
時
生
産
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
前
述
の
古
墳
資

料
と
並
行
し
て
、
古
く
か
ら
窯
跡
の
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
東
海
地
方
の

諸
窯
は
、
須
恵
器
と
埴
輪
を
同
時
焼
成
し
た
例
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
初
期
須
恵

器
の
段
階
の
例
で
は
、
東
山

一
一
一
号
窯
跡
や
東
山
二

一
八

一
1

(四
八
)
号
窯

(
10
)

跡
、
城
山
窯
跡
が
あ
り
、
第
二
の
拡
散
期

以
降

で
は
東
山

一
一
号
窯
跡
や
下
原

窯
跡
、
水
神
窯
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
六
世
紀
代
に
は
東
山

一
〇
号
窯
跡
の
他
、
多

数
の
窯
が
知
ら
れ
て
い
る
。
三
重
県
内
で
も
久
居
窯
跡
や
小
杉
大
谷
窯
跡
、
稲
生

窯
跡
が
埴
輪
を
同
時
に
焼
成
し
た
窯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
北
部

九
州
の
山
隈
窯
跡
で
も
埴
輪
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
同
時
生
産
の
可
能
性
が
説
か

れ
て
い
る
。
山
隈
窯
跡
は
北
部
九
州
に
限
ら
ず
、
日
本
の
中
で
も
大
庭
寺
遺
跡
や

T
K
七
三
号
窯
と
並
ぶ
最
古
の

一
群
に
属
す
る
も
の
で
、
西
小
山
古
墳
と
ほ
ぼ
同

時
代
で
あ
る
点
は
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

須
恵
器
窯
に
お
け
る
埴
輪
も
、
前
述
し
た
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
や
淡
輪
の
古
墳
群
と

同
じ
よ
う
に
、
須
恵
器
と
埴
輪
の
専
門
工
人
が
同

一
の
作
業
空
間
に
お
い
て
、
協

業

・
共
存
し
て
い
た
と
す
る
判
断
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
埴
輪
生
産
を
基
本
と
し
た

古
墳
造
営
と
、
須
恵
器
生
産
を
機
軸
に
し
た
操
業
と
で
は
、
基
本
的
に
生
産
の
主

体
や
体
制

・
目
的
が
違

っ
て
く
る
が
、
埴
輪
を
生
産
す
る
点
、
お
よ
び
そ
れ
を
古

墳
に
運
ぶ
点
に
お
い
て
は
相
似
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
墳
お
よ
び
須
恵
器
窯
の
資
料
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
け
る

須
恵
器
生
産
の
開
始
段
階
か
ら
、
埴
輪
を
同
時
生
産
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
こ
れ
は
、
各
地
の
須
恵
器
生
産
成
立
の
契
機
や
生
産
体
制
を
考
え
る
上
で
、

き
わ
め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
以
下
、
こ
う
し
た
初
期
段
階
の
窯
跡
例
か
ら
成

立
の
要
因
を
予
測
出
来
る
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
次

の
通
り
に
な
る
。

(
一
)
須
恵
器
生
産
の
始
業
に
あ
た

っ
て
は
、
埴
輪
工
人
も
し
く
は
土
師
器
工

人
の
よ
う
な
技
術
者
の
援
助
が
最
低
限
必
要
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
埴
輪
の

同
時
生
産
は
偶
然
な
出
来
事
で
は
な
く
、
初
期
の
段
階
か
ら
組
み
込
ま
れ
た
体
制
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で
あ

っ
た
と
理
解
で
き
る
。

(二
)
須
恵
器
生
産
の
操
業
の
目
的
が
、
主
に
古
墳
祭
祀
用
の
須
恵
器
の
確
保

に
あ
り
、
同
時
に
古
墳
を
飾
る
埴
輪
の
生
産
も
行
わ
れ
た
。

(三
)
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
よ
う
に
埴
輪

生
産
が
主
体
に
あ
り
、
同
時
期
お
よ
び

そ
の
後
も
埴
輪
と
須
恵
器
の
生
産
が
継
続
し
て
行
わ
れ
た
。

(四
)
偶
然
に
同
時
操
業
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
(四
)
に
関
し
て
は
、
同
時
操
業
の
類
例
が
相
当
数
存
在
す
る
た

め
説
明
が
つ
か
な

い
。

(三
)
に
関
し
て
も

、
予
測
は
出
来
る
が
、
現
段
階
で
は

そ
の
類
例
が
乏
し
い
た
め
、
説
得
力
に
欠
け
る
。
将
来
的
に
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
や
淡

輪
地
域
で
検
出
さ
れ
れ
ば
具
体
化
で
き
よ
う
。

(二
)
に
つ
い
て
は
、
生
産
さ
れ

た
須
恵
器
の
多
く
が
古
墳
の
祭
祀
と
し
て
近
隣
に
供
給
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
り
、
埴
輪
生
産
と
の
協
業
も
事
実
と
し

て
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
矛
盾
し
な
い
。

さ
ら
に

(
一
)
の
体
制
も
加
味
す
れ
ば
具
体
像
が
描
き
出
さ
れ
て
こ
よ
う
。
し
た

が
っ
て
、
初
期
須
恵
器
窯
の
成
立
の
契
機
は
、
ひ
と
ま
ず

(
一
)、
(二
)
の
要
素

を
重
視
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
古
墳

・
祭
祀

・
埴
輪
の
三
要
素
で
あ

り
、

い
ず
れ
も
が
有
機
的
に
関
係
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
推
測
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
初
期
須
恵
器
窯
の
成
立
は
、
須
恵
器

へ
の
憧

れ
や
願
望
な
ど
の
個
人
的
な
要
素
も

一
方
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
祭
祀
、
特
に

古
墳
の
墳
丘

・
造
出
し
祭
祀
の
面
で
の
確
保
と
独
占
に
お
い
て
意
義
を
認
め
、
成

立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
埴
輪

の
同
時
焼
成
や
工
人
の
協
業
も
、
古
墳

の
造
営
と

い
う
事
業
に
お
い
て
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
成
立
以

降
に
お
い
て
、
協
業
体
制
が
継
続
し
た
地
域
も
出
て
く
る
し
、

一
つ
の
事
業

(古

墳
造
営
)
が
完
了
す
れ
ば
操
業
が
途
絶
え
る
地
域
も
あ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
同
時
操
業
で
は
な
く
、
純
粋
な
須
恵
器
窯
と
し
て
存
続

す
る
も
の
も
あ
る
。
特
に
、
大
阪
平
野
周
辺
部
の
須
恵
器
窯
で
は
初
期
段
階
か
ら

顕
著
で
あ
り
、
成
立
段
階
に
二
系
統
以
上
の
体
制
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
や
淡
輪
の
古
墳
群
の
よ
う
に
、
埴
輪
生
産

へ
の
動
員

や
応
援
は
頻
繁
に
あ
る
が
、
逆
の
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、
初
出
段
階
に
限
定
出
来
る

か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
の
初
期
須
恵
器
窯
成
立
の
多
く
の
場

合
が
、
古
墳
造
営
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
た
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

契
機
も

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

ま
た
、
五
世
紀
の
末
葉
か
ら
六
世
紀
以
降
の
須
恵
器
窯
で
は
、
実
際
の
埴
輪
工

人
と
須
恵
器
工
人
と
の
違
い
が
求
め
に
く
く
、
須
恵
器
工
人
が
両
者
を
製
作
し
た

(
11

)

可
能
性
も
も
た
れ
て
お
り
、

ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
や
淡
輪
の
古
墳
群
お
よ
び
初
期
須

恵
器
の
段
階
の
窯
の
あ
り
方
と
は
区
別
し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

須
恵
器
が
し
だ

い
に
古
墳
の
祭
祀
用
か
ら
日
常
容
器
へ
と
普
及
し
て
い
き
、
後
代

も
存
続
す
る
基
盤
と
需
要
を
も

っ
て
い
た
手
工
業
部
門
で
あ
る
こ
と
と
密
接
に
関

係
す
る
。お

わ
り

に

小
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
奈
良
県
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
須
恵
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器
と
埴
輪
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
古
墳
や
窯
跡
の
検
討
か
ら
、
地
方
窯
の
成

立
と
古
墳
造
営
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
第

一
の
拡
散
と

し
た
地
方
窯
の
成
立
は
、
そ
の
多
く
が
古
墳
造
営
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
行
わ
れ

る
と
判
断
し
た
。
そ
れ
は
、
須
恵
器
そ
の
も
の
が
初
期
に
お
い
て
は
祭
祀
用
具
で

あ
り
、
古
墳
造
営
の
祭
祀
と
深
い
関
係
に
あ
る
た
め
、
古
墳
造
営
に
必
要
な
須
恵

器
の
生
産
が
求
め
ら
れ
た
。
か

つ
窓
窯
焼
成
は
、
古
墳
の
施
設
で
あ
る
埴
輪
の
生

産
に
も
威
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
い
ち
は
や
く
採
用
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。

い

う
な
れ
ば
、
古
墳
造
営
の

一
部
門
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
た
め
、
埴
輪
生
産
を
主

体
に
し
た
形
で
行
わ
れ
た
地
域
も
あ
る
し
、
独
立
し
た
須
恵
器

(埴
輪
兼
業
)
窯

と
し
て
成
立
し
た
地
域
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
期
に
は
古
墳
造
営
に
関

連
す
る
埴
輪
工
人
の
存
在
が
あ
り
、
奮
窯
に
よ
る
埴
輪
生
産
と
須
恵
器
生
産
を
も

可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

須
恵
器
窯
成
立
の
初
出
期
は
多
系
譜
で
突
発
的
な
状
況
が
判
断
で
き
る
が
、
第

一
の
拡
散
期
の
地
方
窯
は
、
あ
る
程
度
規
則
性
を
も

っ
て
成
立
し
、
偶
発
的
に
各

地
に
分
散
し
た
も
の
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
突
発
的
に
成
立
す

(
12
)

る
も
の
も

一
部
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
例
外
で
あ
る
。
古
墳
時
代
の
社
会
組
織
の

中
で
組
み
立
て
る
方
向
性
で
行
け
ば
、
そ

の
法
則
性
に
の
っ
と

っ
て
位
置
付
け
な

く
て
は
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、
地
方
窯
の
成
立
は
中
央
か
ら
地
方

へ
の
政
治
的
な

関
係
を
基
本
に
し
て
成
立
し
た
と
理
解
出
来
る
し
、
そ
う
し
た
中
で
前
述
し
た
須

恵
器

・
古
墳

・
祭
祀

・
埴
輪
の
有
機
的
な
関
係
も
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

小
稿
で
は
、
個
々
の
窯
跡
の
詳
細
な
分
析
や
、
須
恵
器
と
埴
輪
の
供
給
さ
れ
た

古
墳
の
関
係
、
さ
ら
に
は
地
域
毎
の
須
恵
器
生
産
の
推
移
等
、
多
く
の
検
討
が
不

足
し
て
い
る
。
ま
た
、
須
恵
器

・
埴
輪
工
人
の
組
織
の
問
題
も
、
こ
れ
ま
で
の
埴

輪
研
究
の
成
果
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
埴
輪
工
人
と
土
師
部
と
の
文
献
学

的
な
対
比
も
関
わ

っ
て
こ
よ
う
。
筆
者
は
か
つ
て
、
地
方
の
須
恵
器
窯
の
成
立
が

古
墳

の
造
営
を
契
機
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
司
る
集
団
を
提
唱
し
た
こ
と
が
あ

(
13
)

る

(「
葬
送
儀
礼
集
団
」
)
。

こ
う
し
た
集
団
が
地
方
に
派
遣
さ
れ
、
在
地
の
技

術
者
や
労
働
力
を
動
員
し
て
編
成
さ
れ
、
古
墳
の
造
営
と
と
も
に
奮
窯
の
築
造
も

行
わ
れ
る
と
解
釈
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
地
方
の
生
産
も
こ
の
集
団
の
役
割
の

一

部
と
し
て
捉
え
た
。
そ
の
内
容
は
今
後
の
研
究
に
期
す
る
が
、
こ
う
し
た
古
墳
造

営
集
団

(「葬
送
儀
礼
集
団
」)
は
、
ま
さ
し
く
土
師
部
と
関
連
す
る
部
分
が
多
い

の
で
あ
る
。
前
述
し
た
多
く
の
問
題
点
も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
記
し
て

お
き
た
い
。

〔付
記
〕
小
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
の
遺
物
の
実
見
に
際
し
ま
し

て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
毛
利
光
俊
彦
、
巽
淳

一
郎
、
杉
山

洋
の
各
氏

に
ご
配
慮

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註

(
1
)
奈
良

国
立
文
化
財
研

究
所

M

一
九
七
四
年
。

「
ウ

ワ
ナ
ベ
古
墳
東

外
堤
」

(
『平
城
宮

発
掘

調
査
報
告
』
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(2
)
植
野
浩

三

「
西
日
本

の
初
期
須
恵

器
ー

三

ツ
城
古
墳

の
須
恵

器
を
中
心

に
し
て
ー
」

『奈
良
大
学
紀
要
』
第
九
号

一
九
八
〇
年

。

(
3
)

田
辺

昭
三

『
須
恵
器
大

成
』
角
川
書
店

一
九

八

一
年
。
増
子
康

真

「
尾
張
に
お
け

る
初
期
須
恵
器
生
産

の
形
態

の
検
討
」

『信
濃
』
第
三

二
巻
六
号

一
九
八
〇
年
。

(
4
)
末
永
雅
雄
他

『
奈
良
市
史
』
考
古
編

一
九
七

一
年
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

「
ウ
ワ
ナ

ベ
古
墳
東
外
堤
」
(『
平
城
宮
発
掘

調
査
報
告
』
W

一
九
七
四
年

。
伊
藤
勇
輔

「
ウ

ワ
ナ

ベ
古
墳
外

堤
」
『奈
良

県
古
墳

発
掘
調
査
報
告
』
1

一
九
七
六
年
。
伊

藤
雅
文

「
ウ
ワ
ナ
ベ
古

墳
」
『
奈
良
県
遺

跡
発
掘
調
査
概
報
』

一
九

八
六
年
。
安
井
宣
也

「
ウ

ワ

ナ
ベ
古
墳
外

堤
の
調
査
」
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
』
平
成

三
年

度

一

九
九

二
年
。

(
5
)
末
永
雅
雄
他

『奈
良
市
史
』
考
古
編

一
九
七

一
年
。

(
6
)

川
西
宏

幸

「
円
筒
埴

輪
総

論
」

『
考
古

学
雑
誌

』
第

六

四
巻

第

二

・
四
号

一
九
七

八

・
一
九
七
九
年

。

(
7
)
前
掲
註

(
1
)
。

(
8
)

川
西
宏
幸

「淡
輪

の
首
長
と

埴
輪
生
産
」

『
大
阪
文
化
誌
』

第
二
巻

四
号

一
九
七

七
年

。

(9
)
前
掲
註

(8
)
。

(
10
)

拡
散

の
概
念
は

、
田
辺

昭
三
氏

が
提
唱

し
た
地
方
窯

の
拡
散

を
継
承

す
る
が

、
第

一

.
第

二

の
拡

散

は
、
拙

稿

「
日
本

に
お
け

る
初
期

須
恵

器
生

産

の
開
始
と

展
開
」

『奈
良

大
学
紀
要
』
第

二

一
号

一
九
九
三
年

三
月

刊
行
予
定

で
、
記
し

て
い
る
。

ご

参
照

い
た
だ
き
た

い
。
以
下
、
小
稿

で
用

い
る
拡
散

の
概
念
は
、
こ
れ
に
従

っ
て
い
る
。

(
11
)
鈴
木

俊
則

.
小
畑

頼
孝

「
豊
橋
市
牟

呂
町

三

ツ
山
古
墳
」

『
ホ
リ

デ
ー
考
古
』

二

号

一
九

八
四
年
。

(
12
)
近
年
、
愛
媛
県

に
お

い
て
初
期
須
恵

器
段
階

の
窯
跡
の
可
能

性
を
も

つ
資
料

が
確
認

さ

れ

つ
つ
あ
る
と

い
う

(市
場
南
組
窯

跡
)
。
窯
跡
と
す

れ
ば

、
以
前
よ
り
、
確
認
さ

れ

て
い
た
出
作
遺
跡

の
遺
物
と
類
似

し
、
陶
邑
窯
と
は
系
譜
を
異

に
す

る
可
能
性
が
あ

る
。
長
井

数
秋

「
松
山
平

野

の
須
恵
器
編
年

」

『愛
媛
考
古
学
』
第

一
二
集

一
九
九

二
年
。

(
13
)
前
掲
註

(
2
)

で
示
し
た
。
。
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